
第１回 経営革新ワーキンググループ 概要報告 

 

開催日：令和７年８月 21 日（木）16:00～17:30 

会 場：稲沢市産業会館 大会議室 

参加者：市、商工会議所・商工会、支援機関、中小企業経営者等 計 22 名 

１．開催趣旨 

 
 稲沢市中小企業振興基本条例（第 13 条）に基づき設置された「中小企業振興会

議」の下部組織として発足。 

 初回は「中小企業施策の周知・活用促進」及び「経営者間の横の連携強化」を目

的に実施。 

２．実施内容 

  施策説明 

  ○ 市より、融資制度・保証料補助・利子補給・設備投資奨励金・カーボンニュー

トラル推進補助金・販路開拓支援補助金など計９施策（既存７、新規２施策）

を紹介。 

○ 商工会議所・商工会より、経営改善普及事業、小規模事業者持続化補助金、展

示会出展支援等を紹介。 

  意見交換 

  ○ 制度利用事例や課題（情報不足、申請の煩雑さ、審査の⾧期化等）を共有。 

○ 情報源は金融機関、税理士、メルマガ、LINE などが多いとの声。 

○ 「自社に合う補助金の提示を望む」等の要望も出された。 

  交流促進 

  ○ 継続的な情報共有を目的に LINE グループを開設（22 名中 11 名が参加）。 

＜資料３－３＞ 



３．アンケート結果（13 者回答） 

  参加企業規模：従業員 20 名以下＝77％。 

 参加動機：支援策の情報収集が最多。 

 満足度：「満足」以上＝66.7％。 

 主な課題：交流不足（「十分できた」＝0 件）、情報整理や申請支援の必要性。 

 今後の利用意向：融資制度、持続化補助金、ものづくり補助金、ＩＴ導入補助金、

販路開拓支援。 

 次回希望テーマ：ＤＸ・ＩＴ活用、資金調達、販路拡大、人材確保、事業承継。 

４．課題と今後の方向性 

  初回は施策周知の効果が確認できたが、実際の利用促進には申請に係る伴走支援

や情報整理の強化が不可欠。 

 参加企業の大半が小規模事業者であるため、対象に合わせた「情報の届け方」と

「申請支援体制」の整備が今後の鍵。 

 次回以降はアンケート結果を踏まえ、特に「ＤＸ・ＩＴの活用」「資金調達」を重

点テーマに据え、情報提供に留まらず実務的な活用につなげる仕組みを検討する。 

 

 


